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HCV のコア蛋白質(191 残基、23kDa) は、ウイルスゲノム RNA 及び生体膜と直接結合し、粒子アセン

ブリに必要不可欠な構造蛋白質である。また、単にウイルス粒子形成だけでなく、細胞内情報伝達系、

細胞やウイルス遺伝子発現、細胞のトランスフォーメーション、アポトーシス、脂質代謝などにも影響

を与えることが報告されている。我々はこれまでに、C 末端膜貫通領域を除いたほぼ全長(1-164aa)のコ

ア蛋白質を、大腸菌内で大量に発現させ、種々の工夫を加えることによって、可溶化及びその精製に成

功した。高濃度 HCV Core を種々の結晶化条件スクリーニングキット(PRGRx2、PEGRx1、Natrix、

MembFac、PEG/ION Screen、PEG/ION Screen2)を用いて結晶化条件のスクリーニングを行ったとこ

ろ、蛋白質濃度 11.7mg/ml, 20℃にて、0.1M monohydrateMES(pH6.0), 0.05M CaCl2 dihydrate, 45%v/v 

PEG200の条件にて直径 5μm程度の蛋白質微結晶が形成されることが明らかとなった。さらにPEG200

の濃度、バッファーの種類、塩化カルシウムの濃度、また Core 蛋白質の濃度を検討したところ、最終的

に直径 10μm 程度の大きさの結晶を得るに至った。今後、さらなる結晶化条件を検討し、X 線結晶構造

解析に必要な質の高い結晶の形成を試みる予定である 
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